
■ 弘法の里湯と富士見の湯
「新春キャンペーン」（2面）

■ 市民の安全願い 迫力の演技
「消防出初式」（8面）

今月の表紙
　年初めの祝いの席を彩る、お正月の
逸品の数々。心も体もほっこりさせる初
絞りの日本酒や、目でも舌でも楽しめる
美しい和菓子も、その一つ。
　そんな身近な和の伝統にも、秦野
商
あ き ん ど

人100年以上の技術とおもてなしの粋
が、詰まっています。

特集 （4-5面）

秦野100年企業の
原　点
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年
頭
の
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
平ピ

ョ
ン

昌チ
ャ
ン

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
、
本
庶
佑
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

な
ど
、
日
本
が
世
界
の
舞
台
で
輝
く
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま

し
た
。
一
方
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
災
害
も
多
く
、
改
め
て

防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
市
長
の
職
に
就

い
て
、
間
も
な
く
1
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
鶴
巻
温
泉

駅
南
口
広
場
の
完
成
に
よ
り
、
小
田
急
線
４
駅
の
駅
前
広
場

整
備
に
一
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
連
携
を
密
に
し
、
各
駅
周
辺
の
特
性
を
生
か
し
た
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
校
完
全
給
食
は
、
実
現
に
向
け
て
着
実
に
前
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
通
院
に
係
る
小
児
医
療
費
の
助

成
対
象
を
中
学
3
年
生
ま
で
広
げ
る
こ
と
で
、
子
育
て
環
境

を
さ
ら
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
秦
野
は
、
大
き
く
飛
躍
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
、
２
０
２
１
年
に
は
新
東
名
高
速
道
路
が
開
通
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
産
業
振
興
、
観
光
振
興
を
図
る

た
め
に
、
よ
り
一
層
周
辺
の
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
の
た
め
、
今
年
の
４
月

か
ら
市
役
所
の
組
織
体
制
を
再
編
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
２

０
２
１
年
度
を
起
点
と
す
る
新
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、

皆
さ
ま
と
共
に
秦
野
の
未
来
像
を
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
元
号
が
変
わ
る
本
年
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
ふ
る
さ
と
秦

野
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

秦
野
市
長

高
橋 

昌
和




















